
二本松市教育委員会会議録 

 

令和４年６月３０日午後３時００分二本松市教育委員会定例会議を二本松市役

所教育委員会室に招集した。 

○会議に出席した委員は次のとおりである。（発言内容を簡略化） 

教   育   長   丹 野   学 

教育長職務代理者   佐 藤 英 之 

教 育 委 員   関   奈央子 

教 育 委 員   関   健 至 

教 育 委 員   太 田 左恵子 

○会議に説明のため出席した職員は次のとおりである。 

教 育 部 長   内 藤 徳 夫 

教 育 総 務 課 長   大 内 真 利 

学 校 教 育 課 長   太 田 孝 志 

生 涯 学 習 課 長   関   博 

文 化 課 長   鈴 木 啓 樹 

 

○教育長（丹野） ただいまから令和４年二本松市教育委員会６月定例会を開会

いたします。 

（宣言 午後３時００分） 

○教育長（丹野） これより会議に入ります。 

委員の出席状況を報告します。現在の出席者は、５名であります。会議の定

足数に達しておりますので、本会議は成立いたしました。 

次に、「２ 会議日程の決定」ですが、会議が終了するまでといたします。 

続きまして「３ 会議録署名人の決定」ですが、佐藤教育長職務代理者と関

健至委員の２名を指名いたします。 

それでは、「４ 前回会議録朗読承認」を事務局よりお願いします。 

（事務局より、令和４年５月２７日の会議録を朗読） 

○教育長（丹野） ただいま事務局より会議録の朗読がありましたが、これにつ

いて皆様からご質問等はありますでしょうか。 

（質問等なし） 

○教育長（丹野） それでは、ただいまの会議録については、承認することでよ

ろしいですか。 

（異議なし） 

○教育長（丹野） ただいまの会議録については、承認されました。 

それでは「５ 教育長報告」に移ります。「１ 市議会６月定例会の結果につ



いて」事務局より説明をお願いします。 

（事務局より説明） 

○教育長（丹野） 事務局の説明が終わりました。皆様から特にお聞きしたいこ

と等がありましたらお願いします。関奈央子委員いかがでしょうか。 

○関奈央子委員 部活動の地域移行は、今後どのように進んでいくのでしょうか。 

○教育長（丹野） これは基本的な国の考えなのですが、２年後には土曜と日曜

に関しては地域移行を目指すとの目標です。しかし、現実的には指導者の確保

が課題となっています。いずれにしても子どもたちにとって不自由がないよう

にリスクを低減させるような体制を作らなければならないと考えております。

よろしいでしょうか。 

○関奈央子委員 ありがとうございました。 

○教育長（丹野） 他は、ございますか。関健至委員いかがでしょうか。 

○関健至委員 私も今の部活動の件は気になっておりました。 

○教育長（丹野） 部活動に関しては、地域移行の際の指導者の報酬もそうです

が、例えば子どもたちの練習の際の移動経費や会場費等、想定外の経費も生じ

てくることになります。その辺も今後２年間で検討して対応していかなければ

ならない課題なのです。いかがでしょうか。 

○関健至委員 ありがとうございました。 

○教育長（丹野） 続いて、「２ 寄附受納について」に移ります。事務局より説

明をお願いします。 

（事務局より説明） 

○教育長（丹野） 説明のとおりですので、ご承知おきください。「３ 市内小中

学校視察日程について」の報告に移ります。事務局より説明をお願いします。 

（事務局より説明） 

○教育長（丹野） 事務局からの説明が終わりました。この件につきましては、

既に２件の視察を終えております。後ほど、この件についてそれぞれお話いた

だきたいと思います。 

  続いて、「４ 学校給食運営委員会の開催について」に移ります。事務局より

説明をお願いします。 

（事務局より説明） 

○教育長（丹野） 説明のとおりです。続いて、「５ 新型コロナウイルスの感染

状況について」は資料のとおりですので、後ほどご覧ください。 

次に移ります。「６ 令和４年度夏季休業中の空直日について」、事務局より

説明をお願いします。 

（事務局より説明） 

○教育長（丹野） 次の「７ 学校プールについて」も関連がありますので、引



き続き事務局より説明をお願いします。 

（事務局より説明） 

○教育長（丹野） 以上２件、関連がありますため事務局から続けて説明があり

ました。皆様から何か質問等ありますでしょうか。 

（質疑等無し） 

○教育長（丹野） それでは、次に「８ 新殿小学校プールの特例開放について」

に移ります。事務局より説明をお願いします。 

（事務局より説明） 

○教育長（丹野） 事務局からの説明が終わりました。教育部長、新殿プールが

廃止となり、地元から強い要望があり今回の特例開放となった訳ですが、もう

少し詳しく委員の皆様へご説明をお願いします。 

○教育部長 岩代地域の市営プールは、旧岩代町時代に新殿プールを含めて小浜、

杉沢、旭の４つのプールが整備されました。 

その中で、小浜と旭のプールは学校プールと兼用していることから施設が壊

れても学校プールとして使用できるように整備を行うこと、新殿と杉沢のプー

ルは大規模な修理が必要となった場合は廃止するとの方向性が出されました。 

昨年度新殿プールを廃止することとなりましたが、地元からの強い要望を受

け、先ほどの説明のとおり小学校の夏休み中に限って小学生以上のお子さんの

利用を可能としたものです。 

○教育長（丹野） このような背景があり、今回の開放に至っております。ご承

知おきください。 

次に移ります。「９ 福島県総合体育大会県民スポーツ大会県北大会につい

て」の報告に移ります。事務局より説明をお願いします。 

（事務局より説明） 

○教育長（丹野） 事務局の説明が終わりました。皆様ご承知おきください。 

次に「１０ 二本松市城山市民プールの臨時休業について」の移ります。事務

局より説明をお願いします。 

（事務局より説明） 

○教育長（丹野） 事務局の説明が終わりました。説明のとおりでありますので、

皆様ご承知おきください。 

次に「１１ 二本松市青少年問題協議会の開催について」事務局より説明を

お願いします。 

（事務局より説明） 

○教育長（丹野） 事務局の説明が終わりました。皆様ご承知おきください。 

次に「１２ 子ども司書講座の実施について」事務局より説明をお願いしま

す。 



（事務局より説明） 

○教育長（丹野） 説明のとおりであります。これがゆくゆくは今年から始めま

す「ビブリオバトル」へも繋がって参ります。皆様ご承知おきください。 

次に「１３ 令和４年度二本松歴史館通史展示開催結果について」の報告に

移ります。事務局より説明をお願いします。 

（事務局より説明） 

○教育長（丹野） 説明のとおりであります。皆様ご承知おきください。 

次に「１４ 各種コンクール事業の実施について」の報告に移ります。事務

局より説明をお願いします。 

（事務局より説明） 

○教育長（丹野） 事務局の説明が終わりました。特に智恵子記念館が３０周年

を迎えます。大山賞については、大山忠作先生の生誕１００年にあたります。

「智恵子のふるさと小学生紙絵コンクール」は、花巻市の子どもたちも参加で

きるものですが、年々応募数が減少しております。今年は、花巻市で特別賞１

点を入れることも含め、私と文化課長とで花巻市訪問を予定しております。ご

承知おきください。 

次に「１５ 二本松城跡ＣＧ制作監修者の講演会開催について」の報告に移

ります。事務局より説明をお願いします。 

（事務局より説明） 

○教育長（丹野） 事務局の説明が終わりました。できれば、委員の皆様にもぜ

ひ二本松城跡ＣＧをご覧いただき、講演会へもご参加いただきたいと思います

ので、よろしくお願いします。以上で報告事項を終わります。 

続いて「６ 提出議案」に入ります。「⑴ 報告第１１号 専決処分の報告に

ついて（工事請負契約の締結について）」を議題といたします。事務局より説明

をお願いします。 

（事務局より説明） 

○教育長（丹野） 説明のとおりです。質疑等ありますでしょうか。 

（質疑等なし） 

○教育長（丹野） それでは、ただいまの「⑴ 報告第１１号 専決処分の報告

について（工事請負契約の締結について）」は、原案のとおり承認することでよ

ろしいでしょうか。 

（異議なし） 

○教育長（丹野） ありがとうございます。続いて「⑵ 報告第１２号 教育委

員会関係規則等の制定について（二本松市英語指導を行う外国青年の勤務条件

に関する規則の一部を改正する規則の制定について）」を議題といたします。事

務局より説明をお願いします。 



（事務局より説明） 

○教育長（丹野） 説明のとおりです。質疑等ありますでしょうか。 

（質疑等なし） 

○教育長（丹野） それでは、「⑵ 報告第１２号 教育委員会関係規則等の制定

について（二本松市英語指導を行う外国青年の勤務条件に関する規則の一部を

改正する規則の制定について）」は、原案のとおり承認することでよろしいです

か。 

（異議なし） 

○教育長（丹野） ありがとうございます。提出議案は以上であります。 

次に移ります。「７ 協議事項」に移ります。「１ 次期教育委員会の開催日

程について」と「２ 今後の日程」を合わせて事務局より説明をお願いします。 

（事務局より説明） 

○教育長（丹野） 説明のとおりであります。日程の確保をお願いします。 

こちらで準備しました基本的な案件はここまでにしまして、続いて、今年度

の教育委員会行政視察関係ですが、佐藤英之教育長職務代理者に「①コミュニ

ティ・スクール」として大平小学校で、その後に太田委員に「②不登校」とし

て二本松第一中学校で視察を行っていただきました。進め方としては、まず事

務局から概要を説明し、その後に佐藤英之教育長職務代理者と太田委員に感想

等をお話しいただきたいと思います。それでは、最初に「コミュニティ・スク

ール」について、事務局より説明をお願いします。 

（事務局より説明） 

○教育長（丹野） 事務局からの説明が終わりました。それでは、佐藤英之教育

長職務代理者からお話をいただければと思います。 

○佐藤英之教育長職務代理者 まず最初に学校の様子等ですが、授業の中で子ど

もたちが「できました。」とか「先生これでいいですか。」といった声がたくさ

ん聞こえてきて、子ども達も大変落ち着いて生活しているなと安心して参りま

した。 

それで「コミニュティ・スクール」ですが、大平小学校に関しては、地元の

各種団体等の長が学校運営委員会の組織の中に入っておりますので、実際に事

業等を行うとした際にも動きやすいのではないかと思いました。組織そのもの

では「○○部会」といったように担当を決めている訳ではないため、一番気に

なりましたのはその評価と次につなげる部分が多少心配であると校長先生とも

お話して参りました。学校の方としては、それぞれの子どもの学びの充実を大

きな目標にしておりますので、その行事毎に組織の中から適任者を選びながら

実施していくこと、また先生方の理解も深めるということで校長、教頭以外に

も担当の教員を充てて今後も進めていきたいと考えているとのことです。 



最後に組織を今後どのように活用していくかと評価を委員会の中でしっかり

と行うことで、委員、地域の皆さんの意識も高まっていくであろうということ

で話し合いを終えました。大平小学校では、今までの活動だけを繋ぎ合わせて

いるのではなく組織的に新しい活動も取り入れようとしているところが見えま

したので、今後も引き続き見ていきたいと思っております。以上です。 

○教育長（丹野） ありがとうございました。何か質問等は、ありますでしょう

か。 

○関健至委員 大平小学校は、児童数何人位ですか。 

○佐藤英之教育長職務代理者 ９９人位であったと思います。 

○関健至委員 なぜ二本松南小や二本松北小ではなく、大平小学校が選ばれたの

でしょうか。 

○佐藤英之教育長職務代理者 もともと大平地区は、子どもの体験学習等で各団

体等が学校運営に協力をしていた地区でありますので、そういったことから一

番最初に選出されたのだと思いますが、学校運営協議会を立ち上げて、しっか

りと「コミュニティ・スクール」を意識しているなと感じました。 

○教育長（丹野） 「コミュニティ・スクール」をシンプルに考えると学校のこ

とは何でも学校ではなく、保護者や地域の人が手が空いているときに一緒にな

って子どもたちのことを考える仕組みを作ることなのだと思います。 

○佐藤英之教育長職務代理者 「コミュニティ・スクール」になるとやはり校長

が学校運営をこのようにしたいとの思いを委員の皆さんによく理解いただき、

承認をもらって行いますので、より一層学校のことを地域で理解し、協力しな

がら子どもを育てていくことに繋がるのだと思います。 

○教育長（丹野） 大平地区は、それらがこれまでも自然体でできていた地区で

あるということです。 

「コミュニティ・スクール」については、一旦終了しまして、次に進みます。

「不登校」について、事務局より説明をお願いします。 

（事務局より説明） 

○教育長（丹野） 事務局からの説明が終わりました。それでは、太田委員から

お話をいただければと思います。 

○太田委員 「不登校」を世の中の人は、学校の責任であるとかその子が怠け者

だと言う人がいるようですが、私は全くそうは思いません。社会的な環境が作

り出した問題ですので、不登校になってしまった子こどもを学校で何とかしな

さいというのは厳しい話だと思いました。学校だけではなく行政による保健指

導も含めて小さな頃から情報を共有し合って、継続して子どもたちを育ててい

くことが可能になって初めて「不登校」はなくなるのかなと思いました。 

また、子どもたちには「自分が役立つ人間である」ということを教えること



が大切な教育であると感じました。「コミュニティ・スクール」や「不登校」と

分けるのではなく、それらも一緒に考えていく必要があるのだと感じました。

引き続き私も勉強していきたいと思います。 

○教育長（丹野） ありがとうございました。ご質問等につきましては、自由な

意見等を出していただきたいため、ここより秘密会としたいと思いますが、よ

ろしいでしょうか。 

（賛成の声） 

○教育長（丹野） それでは、ここより秘密会といたします。 

※「不登校」について、意見交換がなされた。 

○教育長（丹野） ありがとうございました。残り２つのテーマの行政視察につ

きましてもよろしくお願いいたします。 

最後に「⑶ その他」ですが、事務局からは特にございませんので、以上で

定例会の日程は、全部終了いたしました。 

これをもちまして、令和４年二本松市教育委員会６月定例会を閉会いたしま

す。ありがとうございました。 

（宣言 午後５時１３分） 


